
４
月
は
、
市
議
会
議
員
選
挙

（
告
示
19
日
・
投
票
26
日
）
が
行

わ
れ
ま
す
。
余
す
と
こ
ろ
約
３
か

月
と
迫
っ
た
先
月
24
日
、
日
本
共

産
党
加
須
市
委
員
会
は
市
内
で
、

学
習
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
一
昨
年
の
都

議
選
・
参
院
選
、
昨
年
の
総
選
挙

で
の
躍
進
の
流
れ
を
、
来
る
い
っ

せ
い
地
方
選
挙
・
市
議
選
で
つ
な

げ
る
た
め
に
全
力
を
あ
げ
ま
す
。

安
倍
政
権
の
消
費
税
大
増
税
、

社
会
保
障
切
り
捨
て
、
格
差
拡
大
、

地
域
経
済
を
悪
く
す
る
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
、
市
民
の
く
ら
し
は
本
当

に
大
変
で
す
。

地
方
自
治
体
の
使
命
は
「
住
民

福
祉
の
増
進
」
（
地
方
自
治
法
第

１
条
２
項
）
で
す
。
国
の
悪
政
か

ら
市
民
を
守
る
「
防
波
堤
」
に
な

る
―
こ
れ
が
自
治
体
の
仕
事
で
す
。

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
「
く

ら
し
・
福
祉
を
優
先
の
市
政
を
」

を
掲
げ
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
引
き
続
き
、
市
議
会

第
一
党
を
堅
持
す
る
た
め
、
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

集
会
で
は
、
さ
え
き
由
恵
議
員
、

及
川
和
子
議
員
、
松
本
英
子
議
員
、

小
坂
徳
蔵
議
員
が
決
意
表
明
。

さ
え
き
議
員
は
、
①
大
震
災
の

教
訓
を
生
か
し
た
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
、
②
中
学
校
の
「
荒
れ
」

の
克
服
、
③
騎
西
地
域
の
公
立
幼

稚
園
統
合
撤
回
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
、
激
戦
を
勝
ち
抜
く
決
意
を

表
明
。
続
い
て
及
川
議
員
は
、
北

川
辺
住
民
の
要
望
実
現
と
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
守
る
決
意
を
表
明
。
松
本

議
員
は
、
「
消
費
税
10
％
中
止
」

「
介
護
保
険
改
悪
反
対
」
「
年
金

削
減
中
止
」
「
集
団
的
自
衛
権
行

使
反
対
」
の
請
願
を
紹
介
し
、
市

民
の
安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ
プ
の

声
を
報
告
。
小
坂
議
員
は
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
か
け
ら
も
な
い
市
経

済
の
調
査
結
果
を
紹
介
。
さ
ら
に

消
費
税
大
増
税
と
社
会
保
障
改
悪

を
報
告
し
、
く
ら
し
・
福
祉
優
先

の
加
須
市
を
つ
く
る
た
め
議
員
団

が
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
表
明
。

２
０
１
５
年
度
予
算
を
審
議

す
る
「
予
算
市
議
会
」
が
、
今

月
12
日
に
開
会
し
ま
す
。

今
年
は
、
４
月
に
市
議
会
議

員
選
挙
が
行
わ
れ
る
た
め
、
例

年
よ
り
早
く
始
ま
り
ま
す
。

来
る
予
算
市
議
会
の
準
備
を

す
る
た
め
、
４
日
に
代
表
者
会

議
を
開
催
。
５
日
に
は
一
般
質

問
の
通
告
が
行
わ
れ
、
６
日
の

議
会
運
営
委
員
会
で
議
案
の
審

議
順
序
や
一
般
質
問
の
順
番
な

ど
会
期
日
程
を
協
議
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
９
日
に
は
、
議
案
説

明
と
議
員
全
員
協
議
会
が
行
わ

れ
ま
す
。

今
度
の
市
議
会
は
、
先
の
市

議
選
で
市
民
か
ら
い
た
だ
い
た

任
期
の
最
後
の
市
議
会
と
な
り

ま
す
。
さ
え
き
議
員
は
、
市
民

か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
声
や
願

い
を
市
政
に
届
け
、
実
現
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
新
年

度
予
算
や
条
例
の
審
査
に
あ
た
っ

て
は
、
「
市
民
の
利
益
第
一
」

「
く
ら
し
・
福
祉
優
先
」
で
、

市
民
の
目
線
で
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ

ク
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
議
案
や
一
般
質
問
の

詳
細
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



初
期
救
急
医

療
が
昨
年
10
月
、

３
病
院
体
制
か

ら
１
つ
の
病
院

が
撤
退
し
、
２

病
院
体
制
に
縮

小
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事

態
に
、
市
民
が

と
て
も
心
配
し

て
い
ま
す
。

市
民
の
い
の
ち
・
健
康
を
守
る
た
め
、

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
初
期
救
急
医
療

体
制
を
再
構
築
す
る
た
め
、
医
師
会
等
医

療
機
関
と
の
連
携
強
化
を
提
案
し
て
き
ま

し
た
。
12
月
市
議
会
の
要
旨
で
す
。

い
ま
、
医
師
不
足
が
深
刻
で
す
。
人
口

10
万
人
当
た
り
、
医
師
の
数
は
全
国
平
均

２
２
６
人
で
す
。
し
か
し
、
埼
玉
県
の
医

師
数
は
１
４
８
人
で
、
都
道
府
県
の
な
か

で
最
下
位
で
す
。

さ
ら
に
加
須
市
の
医
師
数
は
、
わ
ず
か

68
人
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
全
国
水
準
の
わ
ず

か
３
割
と
い
う
最
も
低
い
水
準
で
す
。

こ
う
し
た
事
態
が
、
市
民
の
い
の
ち
と

健
康
を
守
る
＝
初
期
救
急
医
療
体
制
に
、

深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
加
須
市
の
初
期
救
急
医
療
は
、

３
病
院
体
制
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
年
10
月
、
１
つ
の
病
院
が

撤
退
し
、
２
病
院
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
が
、
救
急
医
療
体
制
の
縮
小
に
大
変

心
配
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
議
員
団
は
、
初
期
救
急
医
療
体

制
を
再
構
築
す
る
た
め
、
医
師
会
等
医
療

機
関
と
の
連
携
強
化
を
提
案
し
て
き
ま
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
渡
辺
正
男
・
健
康
医
療

部
長
は
、
「
医
師
会
と
連
携
を
密
に
と
り

な
が
ら
、
平
成
27
年
度
以
降
の
初
期
救
急

医
療
体
制
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
い
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
議
員
団
は
、
「
市
民
の
い
の
ち

と
健
康
に
係
わ
る
問
題
こ
そ
、
市
政
の
な

か
で
最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ

る
」
と
指
摘
し
、
初
期
救
急
医
療
の
再
構

築
に
つ
い
て
、
大
橋
良
一
市
長
が
「
加
須

市
政
の
な
か
で
最
も
大
き
な
問
題
で
あ
り
、

憂
慮
し
て
い
る
」
「
医
師
会
等
、
県
、
医

療
機
関
と
十
分
協
議
し
、
最
大
の
努
力
を

し
た
い
」
（
昨
年
９
月
市
議
会
）
と
答
弁

し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
改
め
て
初
期
救

急
医
療
体
制
の
再
構
築
を
提
案
し
ま
し
た
。

党
議
員
団
の
提
案
に
大
橋
市
長
は
、
「
市
民
に
不
安
を

与
え
て
い
る
こ
と
に
市
長
と
し
て
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
」
と
答
弁
。
そ
し
て
、
「
医
師
会
の
会
長
さ
ん
は
じ
め
、

関
係
の
お
医
者
さ
ん
と
直
接
お
会
い
し
な
が
ら
、
こ
れ
を

乗
り
切
っ
て
行
こ
う
と
、
鋭
意
努
力
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

る
」
と
答
え
ま
し
た
。

今
度
の
市
議
会
は
、
新
年
度
予
算
を
審

議
す
る
こ
と
か
ら
「
予
算
市
議
会
」
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

予
算
市
議
会
で
審
議
す
る
議
案
は
全
部

で
47
件
で
す
。
内
訳
は
、
２
０
１
５
年
度

予
算
案
と
２
０
１
４
年
度
補
正
予
算
が
19

件
。
さ
ら
に
、
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護

保
険
料
の
引
き
上
げ
な
ど
条
例
関
連
が
22

件
、
そ
の
他
６
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

審
議
の
焦
点
は
、
「
新
年
度
予
算
」

と
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
の
改

正
で
す
。
国
保
税
も
介
護
保
険
料
も
、
引

き
上
げ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
（
左
）
。

■
国
保
税
の
改
正
の
内
容

①
医
療
給
付
分
の
所
得
割
の
税
率

現
行
７
％
→
７
・
２
％
に

②
土
地
な
ど
に
課
税
す
る
資
産
割

現
行
19
％
→
15
％
に
引
き
下
げ
る

③
介
護
納
付
金
の
限
度
額

現
行
11
万
円
→
12
万
円
に
引
上
げ

※
国
保
加
入
世
帯
の
平
均
所
得
は
１
１
３

万
円
（
14
年
）
。
前
年
に
比
較
し
て
２
万

１
千
円
余
り
減
少
。
と
こ
ろ
が
、
所
得
に

課
税
す
る
所
得
割
の
税
率
を
０
・
２
％
引

き
上
げ
総
額
４
３
０
０
万
円
の
増
税
で
す
。

■
介
護
保
険
料
の
改
正
の
内
容

65
歳
以
上
の
保
険
料
に
つ
い
て

①
総
事
業
費
に
対
す
る
負
担
割
合

現
行
21
％
→
22
％
に

②
保
険
料
区
分

現
行
７
段
階
９
区
分
→
９
段
階
に

③
基
準
額

現
行
月
額
４
２
８
０
円
（
年
５
１
３
６
０
円
）

→
月
額
４
９
４
３
円
（
年
５
９
３
１
０
円
）

④
所
得
金
額
の
上
限

現
行
１
９
０
万
円
→
２
９
０
万
円

※
介
護
保
険
料
は
、
基
準
額
が
一
人
当
た

り
年
間
約
８
千
円
の
引
き
上
げ
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
総
額
で
３
億
円
の
負
担
増

で
す
。
高
齢
者
は
年
金
が
連
続
し
て
引
き

下
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
消
費
税
８
％
の
増
税

で
き
び
し
い
く
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。
市
の
調
査
で
も
、
保
険
料
を
上

げ
な
い
よ
う
に
と
訴
え
て
い
ま
す
。

区分 医師数

全国平均 ２２６人

埼玉県 １４８人

利根医療圏 １２３人

加須市 ６８人

◆埼玉県は全国最下位

◆利根医療圏（加須市他６

市２町）全国の55％水準

◆加須市は全国の30％水準


